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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月12日(2016.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リンクセットアップ時間を低減するためのモバイルデバイスの動作の方法であって、
　第１のアクセスポイントとのリンクセットアッププロシージャを開始すること、ここに
おいて、前記リンクセットアッププロシージャは、前記第１のアクセスポイントを介して
動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）情報を受信することを含む、と、
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信することと、
　前記第１のアクセスポイントと通信した後に、第２のアクセスポイントとの通信を開始
することと、
　前記第２のアクセスポイントに関するＤＨＣＰ再構成を開始する前に、前記第２のアク
セスポイントから、前記モバイルデバイスが前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアク
セスポイントと通信することができるのかどうかを識別するインジケーションを受信する
ことと
　を備え、前記インジケーションの値は、前記第２のアクセスポイントに関する前記ＤＨ
ＣＰ再構成を回避することによって、前記モバイルデバイスが前記第２のアクセスポイン
トとのリンクセットアップ時間を低減することができるのかどうかを識別する、
　方法。
【請求項２】
　前記ＤＨＣＰ情報は、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを含み、前記インジ
ケーションは、同一ネットワークフラグを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信することは、前記第１
のアクセスポイントを介してデータを受信することを含み、前記データは、前記ＩＰアド
レスを介して前記モバイルデバイスにアドレスされる、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のアクセスポイントとの通信を開始することは、前記第２のアクセスポイント
との接続性を確立するために初期リンクセットアップを実行することを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記インジケーションは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイ
ントが共通のネットワーク内に含まれるのかどうかを識別する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記共通のネットワークは、共通のＤＨＣＰサーバを含み、前記第１のアクセスポイン
トおよび前記第２のアクセスポイント各々は、前記共通のＤＨＣＰサーバと通信する、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイントと通信することをさらに備え
、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントは、共通のＤＨＣＰサ
ーバと通信している、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のアクセスポイントは、第１のＤＨＣＰサーバと通信しており、
　前記方法は、
　前記第２のアクセスポイントと通信している第２のＤＨＣＰサーバにＤＨＣＰ情報を要
求することと、
　前記第２のＤＨＣＰサーバからの前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイ
ントと通信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記インジケーションは、前記ＤＨＣＰ情報とは別個である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のアクセスポイントとＤＨＣＰサーバとの間の通信を開始せずに、前記第２の
アクセスポイントに関連付けることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記インジケーションは、同一ネットワークフラグを含む認証メッセージを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項１２】
　動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）情報を記憶するように構成されたメモリと、
　第１のアクセスポイントとのリンクセットアッププロシージャを開始するように構成さ
れたラジオ周波数（ＲＦ）インターフェース、ここにおいて、前記リンクセットアッププ
ロシージャは、前記第１のアクセスポイントを介して前記ＤＨＣＰ情報を受信することを
含み、前記ＲＦインターフェースは、前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポ
イントと通信し、第２のアクセスポイントとの通信を開始し、前記第２のアクセスポイン
トに関するＤＨＣＰ再構成を開始する前に、前記第２のアクセスポイントから、前記ＤＨ
ＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイントと通信すべきかどうかを識別するインジ
ケーションを受信するようにさらに構成される、と
　を備え、前記インジケーションの値は、前記第２のアクセスポイントに関する前記ＤＨ
ＣＰ再構成を回避することによって、前記第２のアクセスポイントとのリンクセットアッ
プ時間が低減され得るのかどうかを識別する、
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　装置。
【請求項１３】
　前記ＤＨＣＰ情報は、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを含む、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記インジケーションは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイ
ントが共通のネットワーク内に含まれるのかどうかを識別する、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記共通のネットワークは、共通のＤＨＣＰサーバを含み、前記第１のアクセスポイン
トおよび前記第２のアクセスポイント各々は、前記共通のＤＨＣＰサーバと通信する、
　請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ＤＨＣＰ情報は、第１のＤＨＣＰサーバから受信され、前記方法は、前記メモリに
結合されたプロセッサをさらに備え、前記プロセッサは、前記ＤＨＣＰ情報を使用して前
記第２のアクセスポイントと通信すべきなのか、あるいは第２のＤＨＣＰサーバにＤＨＣ
Ｐ情報を要求すべきなのかを決定するために前記ＤＨＣＰ情報にアクセスするように構成
される、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１７】
　前記メモリは、前記第２のＤＨＣＰサーバから前記ＤＨＣＰ情報を受信した後に、前記
第２のＤＨＣＰサーバからの前記ＤＨＣＰ情報を記憶するようにさらに構成される、
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　モバイルデバイス内に一体化された、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１９】
　モバイルデバイスに、リンクセットアップ時間を低減する動作を実行させるために前記
モバイルデバイスのプロセッサによって実行可能な命令を記憶するコンピュータ可読媒体
であって、前記動作は、
　第１のアクセスポイントとのリンクセットアッププロシージャを開始すること、ここに
おいて、前記リンクセットアッププロシージャは、前記第１のアクセスポイントを介して
動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）情報を受信することを含む、と、
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信することと、
　前記第１のアクセスポイントと通信した後に、第２のアクセスポイントとの通信を開始
することと、
　前記第２のアクセスポイントに関するＤＨＣＰ再構成を開始する前に、前記第２のアク
セスポイントから、前記モバイルデバイスが前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアク
セスポイントと通信することができるのかどうかを識別するインジケーションを受信する
ことと
　を備え、前記インジケーションの値は、前記第２のアクセスポイントに関する前記ＤＨ
ＣＰ再構成を回避することによって、前記モバイルデバイスが前記第２のアクセスポイン
トとのリンクセットアップ時間を低減することができるのかどうかを識別する、
　コンピュータ可読媒体。
【請求項２０】
　前記インジケーションは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイ
ントが共通のネットワーク内に含まれるのかどうかを識別する、
　請求項１９に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２１】
　前記共通のネットワークは、共通のＤＨＣＰサーバを含み、前記第１のアクセスポイン
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トおよび前記第２のアクセスポイント各々は、前記共通のＤＨＣＰサーバと通信する、
　請求項２０に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２２】
　前記動作は、前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイントと通信すること
をさらに含み、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントは、共通
のＤＨＣＰサーバと通信している、
　請求項１９に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２３】
　前記第１のアクセスポイントは、第１のＤＨＣＰサーバと通信しており、前記動作は、
　前記第２のアクセスポイントと通信している第２のＤＨＣＰサーバにＤＨＣＰ情報を要
求することと、
　前記第２のＤＨＣＰサーバからの前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイ
ントと通信することと
　をさらに含む、請求項２２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２４】
　前記ＤＨＣＰ情報は、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを含む、
　請求項１９に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２５】
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信することは、前記第１
のアクセスポイントを介してデータを受信することを含み、前記データは、前記ＩＰアド
レスを介して前記モバイルデバイスにアドレスされる、
　請求項２４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２６】
　前記第２のアクセスポイントとの通信を開始することは、前記第２のアクセスポイント
との接続性を確立するために初期リンクセットアップを実行することを含む、
　請求項１９に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２７】
　第１のアクセスポイントとのリンクセットアッププロシージャを開始するための手段、
ここにおいて、前記リンクセットアッププロシージャは、前記第１のアクセスポイントを
介して動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）情報を受信することを含む、と、
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信するための手段と、
　前記第１のアクセスポイントと通信した後に、第２のアクセスポイントとの通信を開始
するための手段と、
　前記第２のアクセスポイントに関するＤＨＣＰ再構成を開始する前に、前記第２のアク
セスポイントから、前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイントと通信すべ
きであるのかどうかを識別するインジケーションを受信するための手段と
　を備え、前記インジケーションの値は、前記第２のアクセスポイントに関する前記ＤＨ
ＣＰ再構成を回避することによって、前記第２のアクセスポイントとのリンクセットアッ
プ時間が低減され得るのかどうかを識別する、
　装置。
【請求項２８】
　前記ＤＨＣＰ情報は、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを含む、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記インジケーションは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイ
ントが共通のネットワーク内に含まれるのかどうかを識別する、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記共通のネットワークは、共通のＤＨＣＰサーバを含み、前記第１のアクセスポイン
トおよび前記第２のアクセスポイント各々は、前記共通のＤＨＣＰサーバと通信する、
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　請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記ＤＨＣＰ情報を記憶するための手段をさらに備える、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項３２】
　命令を実行するための手段をさらに備え、前記命令を実行するための手段は、前記記憶
するための手段から前記ＤＨＣＰ情報にアクセスするように構成される、
　請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記インジケーションは、同一ネットワークフラグを含む、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項３４】
　リンクセットアップ時間を低減するためのアクセスポイントの動作の方法であって、
　モバイルデバイスから通信を受信することと、
　前記モバイルデバイスによる動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）再構成の開始の前
に、前記モバイルデバイスに、インジケーションを送ること、ここにおいて、前記インジ
ケーションの値は、前記ＤＨＣＰ再構成が回避可能かどうかを識別する、と
　を備える、方法。
【請求項３５】
　前記インジケーションは、同一ネットワークフラグを含む、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　メモリと、
　前記メモリに結合されたプロセッサと
　を備え、前記プロセッサは、モバイルデバイスから受信された通信を処理し、前記モバ
イルデバイスによる動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）再構成の開始の前に、前記モ
バイルデバイスにインジケーションを送る、ここにおいて、前記インジケーションの値は
、前記ＤＨＣＰ再構成が回避可能かどうかを識別する、ように構成される、
　装置。
【請求項３７】
　前記通信は、認証メッセージを含む、請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　モバイルデバイスから通信を受信するための手段と、
　前記モバイルデバイスによる動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）再構成の開始の前
に、前記モバイルデバイスに、インジケーションを送るための手段、前記インジケーショ
ンの値は、前記ＤＨＣＰ再構成が回避可能かどうかを識別する、と
　を備える、装置。
【請求項３９】
　前記インジケーションは、同一ネットワークフラグを含む認証メッセージを含む、請求
項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　アクセスポイントに、リンクセットアップ時間を低減する動作を実行させるために前記
アクセスポイントのプロセッサによって実行可能な命令を記憶するコンピュータ可読媒体
であって、前記動作は、
　モバイルデバイスから通信を受信することと、
　前記モバイルデバイスによる動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）再構成の開始の前
に、前記モバイルデバイスに、インジケーションを送ること、前記インジケーションの値
は、前記ＤＨＣＰ再構成が回避可能かどうかを識別する、と
　を備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項４１】
　前記動作は、前記インジケーションを送った後に、前記モバイルデバイスから関連付け
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要求を受信することをさらに備える、請求項４０に記載のコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１５】
　[00229]開示された実施形態の前の説明は、当業者が開示された実施形態を作成しまた
は使用することを可能にするために提供される。前述は、本開示の諸態様を対象とするが
、本開示の他の態様が、本発明の基本範囲から逸脱することなく考案され得、その範囲は
、以下の特許請求の範囲によって決定される。本開示または特許請求の範囲から逸脱する
ことなく、本明細書で説明された実施形態の配列、動作、および詳細において、様々な改
変、変更、および変形が行われ得る。したがって、本開示は、本明細書の実施形態に限定
されるものではなく、以下の特許請求の範囲およびその均等物によって定義される原理お
よび新規の特徴と一致することが可能な最も広い範囲が与えられるべきものである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　リンクセットアップ時間を低減するためのモバイルデバイスの動作の方法であって、
　第１のアクセスポイントとのリンクセットアッププロシージャを開始すること、ここに
おいて、前記リンクセットアッププロシージャは、前記第１のアクセスポイントを介して
動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）情報を受信することを含む、と、
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信することと、
　前記第１のアクセスポイントと通信した後に、第２のアクセスポイントとの通信を開始
することと、
　前記第２のアクセスポイントから、前記モバイルデバイスが前記ＤＨＣＰ情報を使用し
て前記第２のアクセスポイントと通信することができるのかどうかを識別するインジケー
ションを受信することと
　を備え、前記インジケーションの値は、前記第２のアクセスポイントに関するＤＨＣＰ
再構成を回避することによって、前記モバイルデバイスが前記第２のアクセスポイントと
のリンクセットアップ時間を低減することができるのかどうかを識別する、
　方法。
［Ｃ２］
　前記ＤＨＣＰ情報は、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを含み、前記インジ
ケーションは、同一ネットワークフラグを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信することは、前記第１
のアクセスポイントを介してデータを受信することを含み、前記データは、前記ＩＰアド
レスを介して前記モバイルデバイスにアドレスされる、
　Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第２のアクセスポイントとの通信を開始することは、前記第２のアクセスポイント
との接続性を確立するために初期リンクセットアップを実行することを含む、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記インジケーションは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイ
ントが共通のネットワーク内に含まれるのかどうかを識別する、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記共通のネットワークは、共通のＤＨＣＰサーバを含み、前記第１のアクセスポイン
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トおよび前記第２のアクセスポイント各々は、前記共通のＤＨＣＰサーバと通信する、
　Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイントと通信することをさらに備え
、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントは、共通のＤＨＣＰサ
ーバと通信している、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のアクセスポイントは、第１のＤＨＣＰサーバと通信しており、
　前記第２のアクセスポイントと通信している第２のＤＨＣＰサーバにＤＨＣＰ情報を要
求することと、
　前記第２のＤＨＣＰサーバからの前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイ
ントと通信することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）情報を記憶するように構成されたメモリと、
　第１のアクセスポイントとのリンクセットアッププロシージャを開始するように構成さ
れたラジオ周波数（ＲＦ）インターフェース、ここにおいて、前記リンクセットアッププ
ロシージャは、前記第１のアクセスポイントを介して前記ＤＨＣＰ情報を受信することを
含み、前記ＲＦインターフェースは、前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポ
イントと通信し、第２のアクセスポイントとの通信を開始し、前記第２のアクセスポイン
トから、前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイントと通信すべきかどうか
を識別するインジケーションを受信するようにさらに構成される、と
　を備え、前記インジケーションの値は、前記第２のアクセスポイントに関するＤＨＣＰ
再構成を回避することによって、前記第２のアクセスポイントとのリンクセットアップ時
間が低減され得るのかどうかを識別する、
　装置。
［Ｃ１０］
　前記ＤＨＣＰ情報は、第１のＤＨＣＰサーバから受信され、前記メモリに結合されたプ
ロセッサをさらに備え、前記プロセッサは、前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアク
セスポイントと通信すべきなのか、あるいは第２のＤＨＣＰサーバにＤＨＣＰ情報を要求
すべきなのかを決定するために前記ＤＨＣＰ情報にアクセスするように構成される、
　Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記メモリは、前記第２のＤＨＣＰサーバから前記ＤＨＣＰ情報を受信した後に、前記
第２のＤＨＣＰサーバからの前記ＤＨＣＰ情報を記憶するようにさらに構成される、
　Ｃ１０に記載の装置。
［Ｃ１２］
　モバイルデバイス内に一体化された、
　Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記ＤＨＣＰ情報は、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを含む、
　Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記インジケーションは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイ
ントが共通のネットワーク内に含まれるのかどうかを識別する、
　Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記共通のネットワークは、共通のＤＨＣＰサーバを含み、前記第１のアクセスポイン
トおよび前記第２のアクセスポイント各々は、前記共通のＤＨＣＰサーバと通信する、
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　Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　モバイルデバイスに、リンクセットアップ時間を低減する動作を実行させるために前記
モバイルデバイスのプロセッサによって実行可能な命令を記憶するコンピュータ可読媒体
であって、前記動作は、
　第１のアクセスポイントとのリンクセットアッププロシージャを開始すること、ここに
おいて、前記リンクセットアッププロシージャは、前記第１のアクセスポイントを介して
動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）情報を受信することを含む、と、
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信することと、
　前記第１のアクセスポイントと通信した後に、第２のアクセスポイントとの通信を開始
することと、
　前記第２のアクセスポイントから、前記モバイルデバイスが前記ＤＨＣＰ情報を使用し
て前記第２のアクセスポイントと通信することができるのかどうかを識別するインジケー
ションを受信することと
　を備え、前記インジケーションの値は、前記第２のアクセスポイントに関するＤＨＣＰ
再構成を回避することによって、前記モバイルデバイスが前記第２のアクセスポイントと
のリンクセットアップ時間を低減することができるのかどうかを識別する、
　コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１７］
　前記ＤＨＣＰ情報は、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを含む、
　Ｃ１６に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１８］
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信することは、前記第１
のアクセスポイントを介してデータを受信することを含み、前記データは、前記ＩＰアド
レスを介して前記モバイルデバイスにアドレスされる、
　Ｃ１７に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ１９］
　前記第２のアクセスポイントとの通信を開始することは、前記第２のアクセスポイント
との接続性を確立するために初期リンクセットアップを実行することを含む、
　Ｃ１６に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２０］
　前記インジケーションは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイ
ントが共通のネットワーク内に含まれるのかどうかを識別する、
　Ｃ１６に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２１］
　前記共通のネットワークは、共通のＤＨＣＰサーバを含み、前記第１のアクセスポイン
トおよび前記第２のアクセスポイント各々は、前記共通のＤＨＣＰサーバと通信する、
　Ｃ２０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２２］
　前記動作は、前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイントと通信すること
をさらに含み、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイントは、共通
のＤＨＣＰサーバと通信している、
　Ｃ１６に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２３］
　前記第１のアクセスポイントは、第１のＤＨＣＰサーバと通信しており、前記動作は、
　前記第２のアクセスポイントと通信している第２のＤＨＣＰサーバにＤＨＣＰ情報を要
求することと、
　前記第２のＤＨＣＰサーバからの前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポイ
ントと通信することと
　をさらに含む、Ｃ２２に記載のコンピュータ可読媒体。
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［Ｃ２４］
　第１のアクセスポイントとのリンクセットアッププロシージャを開始するための手段、
ここにおいて、前記リンクセットアッププロシージャは、前記第１のアクセスポイントを
介して動的ホスト構成プロトコル（ＤＨＣＰ）情報を受信することを含む、と、
　前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第１のアクセスポイントと通信するための手段と、
　前記第１のアクセスポイントと通信した後に、第２のアクセスポイントとの通信を開始
するための手段と、
　前記第２のアクセスポイントから、前記ＤＨＣＰ情報を使用して前記第２のアクセスポ
イントと通信すべきであるのかどうかを識別するインジケーションを受信するための手段
と
　を備え、前記インジケーションの値は、前記第２のアクセスポイントに関するＤＨＣＰ
再構成を回避することによって、前記第２のアクセスポイントとのリンクセットアップ時
間が低減され得るのかどうかを識別する、
　装置。
［Ｃ２５］
　前記ＤＨＣＰ情報を記憶するための手段をさらに備える、
　Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　命令を実行するための手段をさらに備え、前記命令を実行するための手段は、前記記憶
するための手段から前記ＤＨＣＰ情報にアクセスするように構成される、
　Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記インジケーションは、同一ネットワークフラグを含む、
　Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記ＤＨＣＰ情報は、インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを含む、
　Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記インジケーションは、前記第１のアクセスポイントおよび前記第２のアクセスポイ
ントが共通のネットワーク内に含まれるのかどうかを識別する、
　Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記共通のネットワークは、共通のＤＨＣＰサーバを含み、前記第１のアクセスポイン
トおよび前記第２のアクセスポイント各々は、前記共通のＤＨＣＰサーバと通信する、
　Ｃ２９に記載の装置。
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